
令和５年度 第２回野辺地警察署協議会 議事録

１ 開催日時

令和５年10月27日（金） 10：00 ～ 10：45

２ 開催場所

野辺地警察署 訓受室

３ 出席者

○ 協議会委員 ５人

野坂幸子会長、杉山徹副会長、川畑和光委員、村木亜弓委員、葛西奈栄子委員
○ 警察署 ７人

署長、次長、刑事生活安全課長、地域課長、交通課長、警備課長、警務会計課

４ 開催内容

(1) 開会

(2) 会長挨拶

(3) 署長挨拶

(4) 議事

令和５年度における取組課題の推進状況について

ア 警務会計課

取組課題『警察力の最大化に向けた組織作りの推進』

(ｱ) 働きやすい職場環境の構築

(ｲ) 将来を担う若手警察官の育成

(ｳ) 警察官採用活動の推進

(ｴ) 実戦的教養・訓練の実施

イ 刑事生活安全課

取組課題『特殊詐欺及び窃盗事件抑止活動の推進』

(ｱ) 事件関係

(ｲ) 行方不明事案対応

(ｲ） 特殊詐欺事件発生状況及び手口状況

(ｴ) 窃盗事件の発生状況

ウ 地域課

取組課題『地域住民の声に応える活動の推進』

(ｱ） 新人警察官配置

(ｲ) 地域清掃活動

(ｳ) 山岳遭難救助訓練

(ｴ) 特殊詐欺広報寸劇

(ｵ) 高齢者対象講話

エ 交通課

取組課題『交通死亡事故抑止対策の推進』

(ｱ） 管内の交通事故発生状況

(ｲ） 管内の交通死亡事故の発生状況

(ｳ） 交通事故抑止対策

オ 警備課

取組課題『緊急事態等発生時における警備諸対策の推進』

(ｱ） 災害対策訓練

(ｲ） 各種施策推進状況

５ 意見・要望等

○ 先般平内町で、深夜における高齢者の死亡事故が発生した。

これを受け、管内における徘徊者や高齢者の1人暮らし等の把握、現状について伺いたい。

[回答] 徘徊者の把握については、事案取扱い時に判明することが多く、その後役場や関係

機関と情報の共有を図っております。

また、高齢者の1人暮らし世帯の把握についても、役場等関係機関からの情報提供や、

巡回連絡等を通じて実施しているところです。

○ 先般、横浜町において死亡事故が発生したが、最近の交通事故の原因や特色について伺

いたい。



[回答] 一言で特色を表現するのは難しいですが、極めて単純な不注意に起因するものが多

いと感じています。

道路上の事故の他に、施設駐車場内における低速時の事故も多数発生しているから

です。

また、年々高齢者が絡む事故が増加しており、認知症等の病気や運転技術、判断力

の低下等に起因するものも多いと感じています。

○ 自らが経営する店舗のトイレ等において、財布や携帯電話の忘れ物をよく取り扱うが、

これらを警察に届け出ると、忘れ物の数によっては、手続きに１時間以上かかることがあ

る。

迅速に落とし主に忘れ物を返すために、財布等であれば、中を確認して落とし主に連絡

する等の行為をしてもよいものか伺いたい。

[回答] 施設管理者が落とし物の内容を確認するのは違法行為に抵触するものではなく、何

ら問題はありません。

ただ、お金等の貴重品に関わるものであれば、後に金額が合わない等のトラブルに

発展するおそれがあることから、早期に警察に届けていただくのがよろしいかと思い

ます。

○ 横浜町の死亡事故現場について、以前にも同様の事故があったとの報告があったが、同

一箇所で事故が発生する原因は何なのか伺いたい。

周囲の雑木林により視界が悪い環境も影響しているのではないか。

[回答] 事故発生後、事故現場において関係機関とともに道路診断を実施しましたが、そ

の時にも雑木林による視界不良の話が出ています。

そのことも原因の1つだと思いますし、改善する必要があると感じています。

また、直線道路等の単調な道路環境であることから、ぼんやりしたり居眠り運転

したりというのもあると思います。

○ 最近全国的に熊による被害が多く報道されており、野辺地町においても熊の出没情報が

増えている。

熊に係わる情報を得たときは、すぐに警察に連絡した方がいいのか伺いたい。

[回答] 場合によっては猟友会や役場等の関係機関と連携を取る必要があるため、熊に関す

ることは、すぐに通報して下さい。

６ 署長総括

７ 閉会

【開催状況】


